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キプロス：アハメドさん 4 年ぶりに家族と再会 
 
ハンガリーに不当に留め置かれていたアハメドさんは 9

月 28 日、待ちに待ったキプロスへの帰国が実現し、4年ぶ

りに家族との再会を果たしました。 

シリア出身のアハメドさんは 2015 年、紛争下のシリアか

ら両親を連れ出し、セルビアからハンガリーに入るところ

で、難民とハンガリー警察との衝突に出くわします。周囲

に冷静な対応を呼びかけたところ、暴力行為を煽ったとみ

なされて拘束され、その後、テロ共謀罪で起訴されてしま

いました。 

今年 1 月、条件付きながらようやく釈放され、難民キャン

プに移されました。しかし、キプロスが帰国を認めなかっ

たため、ハンガリーでの足止めがさらに続きました。 

世界中のアムネスティの支援者たちが、キプロス政府に対

しアハメドさんの帰国を許可するよう求めました。そして、

キプロス政府が判断を変え、入国許可を出し、9 月 28 日、

アハメドさんは、4年ぶりに妻と娘たちと再会することがで

きたのです。 

アハメドさんと妻は、アムネスティに「支援してくれた人

たちに深く感謝します」と語っていました。 

ご支援いただいた皆さんに深く感謝いたします。 

ミャンマー：元子ども兵士 早期釈放！ 

子ども兵士として無理やり徴用された体験を公表して投

獄されていたアウンコートゥエさんが 9 月 6 日、釈放され

ました。 

アウンコートゥエさんは 2017 年 8 月、メディアのインタ

ビューで、「13 才のときに国軍に拉致され、無理やり子ど

も兵士にさせられた」と語りました。このことが、刑法の

「社会的恐怖心の惹起」にあたり、また、法廷での態度が

裁判官への侮辱になるとして、2年半の刑を言い渡されまし

た。 

表現の自由を行使しただけなのに、この長期の収監はあま

りに不当でした。幸い、刑務所内での態度が模範的だった

こともあり、刑期を多少残して早期の釈放となりました。 

皆さんから当局への要請文も効果があったものと考えら

れます。支援していた皆さんに感謝いたします。ありがと

うございました。 

チュニジア：警官の暴行を批判した女性が無罪に 

チュニジアの裁判所は 9 月 4 日、警官への侮辱などで起

訴されていた人権活動家のマイッサ・アル・クエスラティ

さん(18 才)とその弟(16 才)に無罪を言い渡しました。 

高校生ながら人権活動に熱心なマイッサさんは、9月初旬、

警察署前で男性が抗議の焼身自殺をしようとしているとい

う話を聞きつけ、弟とともに警察署前に駆けつけました。

そこには、男性を力任せに取り押さえ、暴行を加えている

警官たちがいました。 

マイッサさんは、スマホでその様子を撮影しながら、「や

めて！」と叫んだところ、スマホを取り上げられ、たちど

ころに拘束されてしまいました。そばにいた弟も同様です。

2人はその後、親の立ち合いもなく取り調べを受け、拘置所

で一夜を過ごしました。 

未成年の尋問には、特に親か弁護人の立ち会いが法律で決

められています。明らかに違法な取り調べを受けた後、2

人は、警官への侮辱、警官への暴力、命令不服従の 3 つの

容疑で起訴されてしまいました。 

マイッサさんは以前、アムネスティに、「刑務所の環境が、

ひどいと聞いている。自分にできることがあればやってみ

たい」と語っていました。まさか自分が刑務所に入れられ

るかもしれない事態に出くわすとは、夢にも思っていなか

ったでしょう。 

幸いにして、裁判所は 9 月 19 日、警察の訴えを退け、2

人の無罪を言い渡しました。警官の対応を批判しただけで

かけられた根拠ない容疑でしたから、当然の無罪と言えま

す。 

2 人の釈放を求める手紙を書いてくださったみなさん、あ

りがとうございました。 
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ロシア連邦：勾留中の活動家に誕生日カードを！ 

11 月 23 日は、「好ましくない組織」とされる市民運動に

関わって起訴・勾留されているアナスタシア・シェフチェ

ンコさんの誕生日です。この機会にシェフチェンコさんに

支援の気持ちを伝えるバースデーカードを送るアクション

を実施します。ただ、送り先は、裁判を担当する検察官気

付です。 

シェフチェンコさんがコーディネーターをしていた「開か

れたロシア」は、人権、法の支配、説明責任を果たす政治

などを提唱する市民運動ですが、国の法律が定める「好ま

しくない組織」に指定されています。シェフチェンコさん

は今年 1 月、この組織の活動に繰り返し参加したとして起

訴され、現在も勾留中です。有罪判決なら、最高 6 年の実

刑を受けます。 

誕生日のメッセージを検察官経由で送ることで、少しでも

当局側に圧力をかけましょう。 

カードの送り先と文面サンプルは、以下の通りです。最後

の「英語訳」を Google 翻訳でロシア語にしても同じロシア

語になります。 

誕生日が過ぎても構いません。ぜひ、シェフチェンコさん

の支援アクションに参加してください。 

宛先 
 
Lt. Col. Tolmachev Alexander Alexandrovich 
General Investigative Directorate 
51/15/46 Moskovskaya street 
Rostov-on-Don 
344002 
Russian Federation 
 
ロシア語文面 
Дорогая Анастасия Шевченко, 
С днем рождения 
Желаю всего самого лучшего 
Поздравления и наилучшие пожелания в Ваш День      
Рождения!  
 
英語訳 
Dear Anastasia Shevchenko, 
Happy Birthday 
Wishing you all the best 
Greetings and best wishes on your birthday 

インドネシア：独立を主張して反逆罪なの？ 

インドネシアの首都ジャカルタで 8月末、パプア人の自決

権を求めた活動家 6人が、反逆罪で逮捕・起訴されました。

6 人は、表現と集会の自由の権利を行使しただけですから、

罪に問われるのは筋違いです。 

逮捕後の当局の対応にも問題があります。弁護人は、被告

人との面会はできたのですが、取り調べでの立会いは認め

られず、その様子を見ることさえもかないませんでした。

その上、移された拘置所が遠隔地にあるため、訪問の自由

がきかず、面会が容易ではありません。その結果、刑務官

らの暴力や虐待を受けるおそれがあることが懸念されます。 

アムネスティは、少数民族の独立を含むいかなる政治的立

場も支持しませんが、表現の自由の権利の侵害は、見過ご

すことはできません。 

皆さん、警察に 6人の容疑取り消しと釈放を求めてくださ

い。ウェブサイトで「アムネスティ パプア 要請」と入力

し、表示される本件の UA サイト内にある要請文をご利用

ください。ぜひ、ご支援をお願いいたします。 
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